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　60年代、諏訪における産業都市としての発展の代償に諏

訪湖の水質は最悪化し、かつての湖の美しさは瞬く間に消

え去った。しかしながら人々の浄化活動は積極的であり、

徐々にではあるが水質は改善されつつある。現在も続くそ

の活動は長い年月と啓蒙教育によりここに住む人々の潜在

意識に常に存在する諏訪湖浄化という共通概念を生んだ。

これは一度湖が汚れたからこそ生まれた強い方向性を持つ

祈りである。

そこで泳げる諏訪湖を願い、浄化機能を持ったスイミング

プールとそこに至るまでの道のりを設計する。いつの日か

湖がかつての姿を取り戻した時、プールを囲う壁は解放さ

れ本当の意味で諏訪湖と戯れることが可能となり、建築は

河と湖をつなぐ河口として場と一体化する。

【講評】日本人は、いつから文明と引き替えに環境を汚す

ようになったのだろう。やがて、環境保護のプライオリテ

ィーが上位にランクされ、湖が綺麗だった時代にはなかっ

た諏訪湖浄化という共通概念が住民たちの中に生まれ、そ

れが脈々と続く時代へと変化してきた。

作者は湖の浄化運動をさらに加速させ、やがて元の綺麗な

湖が蘇ったあと、愚かな人間たちが過去に犯した行為の戒

めとしてシンボリックな、そして美しい造形物を計画した。

それは「展示」という手段ではなく、「体感」という行為

によって根付かせるためにスイミングプールという選択を

した。

やがて湖は蘇り、プールと湖を隔てていた壁は取り除かれ

る。しかし、それで終わりではない。「湖が汚れていた昔

は、ここに湖とプールを隔てた壁があったんだよ」と語り

継ぐ時代を待ち望む作者の願いが溢れ出る。

　湖の浄化、それは人々の祈りである。山並みに溶け込ん

だ美しいシルエットが目に焼きつく秀作である。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　（審査員：飯嶋茂信）
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